
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録容量を有し、前記情報記録媒体に記録される情報の全体に係る管理情報と、
映像情報及び音声情報の少なくとも一方を含む一又は複数のデータグループと、が記録さ
れた第１の記録層と、
　第２の記録容量を有し、映像情報及び音声情報の少なくとも一方を含む一又は複数のデ
ータグループが記録された第２の記録層と、を備え、
　前記第１の記録層においては、記録されている各前記データグループの番号が、前記情
報記録媒体の外周側に向かって大きくなるように当該各データグループが

記録されていると共に、
　前記管理情報は前記一又は複数のデータグループに先立って前記第１の記録層にのみ記
録されており、
　前記第２の記録層においては、記録されている各前記データグループの番号が、前記情
報記録媒体の内周側に向かって大きくなるように当該各データグループが

記録されており、
　前記データグループは 数のセルから構成される実体情報と、

コントロールデータと、を含み、
　前記コントロールデータは、前記セルを組み合わせたプログラムが複数組み合わされて
なる論理的な単位であるプログラムチェインに関する情報が含まれており、
　更に前記実体情報は、複数のビデオオブジェクトユニットから構成されており、
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　前記ビデオオブジェクトユニットは、
　検索情報のパケットと表示制御に関する情報のパケットとから構成されるナビゲーショ
ンパックと、
　映像情報のパケットから構成されるビデオパックと、
　音楽情報のパケットから構成されるオーディオパックと、
　副映像情報のパケットから構成されるサブピクチャパックと、から構成されていること
を特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　１または複数の前記プログラムチェインによりタイトルが構成され、
　前記タイトルにアクセスするためのメニュー情報が前記管理情報に含まれていることを
特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　第１の記録容量を有する第１の記録層と、前記第１の記録容量と異なる第２の記録容量
を有する第２の記録層と、を備える情報記録媒体に対して、映像情報及び音声情報の少な
くとも一方を夫々に含む一又は複数のデータグループを記録する情報記録装置において、
　前記情報記録媒体に記録される情報の全体に係る管理情報と、前記データグループと、
を前記第１の記録層に記録すると共に、前記データグループを前記第２の記録層に記録す
る記録手段と、
　前記第１の記録層においては、各前記データグループの番号が前記情報記録媒体の外周
側に向かって大きくなるように当該各データグループを 記録
すると共に、前記第１の記録層にのみ前記一又は複数のデータグループに先立って前記管
理情報を記録し、前記第２の記録層においては、各前記データグループの番号が前記情報
記録媒体の内周側に向かって大きくなるように当該各データグループを

記録するように前記記録手段を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記データグループ 数のセルから構成される実体情報と、

コントロールデータと、を含み、
　前記コントロールデータは、前記セルを組み合わせたプログラムが複数組み合わされて
なる論理的な単位であるプログラムチェインに関する情報が含まれており、
　更に前記実体情報は、複数のビデオオブジェクトユニットから構成されており、
　前記ビデオオブジェクトユニットは、
　検索情報のパケットと表示制御に関する情報のパケットとから構成されるナビゲーショ
ンパックと、
　映像情報のパケットから構成されるビデオパックと、
　音楽情報のパケットから構成されるオーディオパックと、
　副映像情報のパケットから構成されるサブピクチャパックと、から構成されていること
を特徴とする情報記録装置。
【請求項４】
　１または複数の前記プログラムチェインによりタイトルが構成され、
　前記タイトルにアクセスするためのメニュー情報が前記管理情報に含まれていることを
特徴とする請求項３に記載の情報記録装置。
【請求項５】
　前記情報記録媒体がスタンパディスクであると共に、
　当該スタンパディスクを用いてレプリカディスクを製造するレプリケーション手段を更
に備えることを特徴とする請求項３又は４に記載の情報記録装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の情報記録装置により製造されたことを特徴とするレプリカディスク。
【請求項７】
　第１の記録容量を有する第１の記録層と、前記第１の記録容量と異なる第２の記録容量
を有する第２の記録層と、を備える情報記録媒体に対して、映像情報及び音声情報の少な
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くとも一方を夫々に含む一又は複数のデータグループを記録する情報記録方法において、
　前記情報記録媒体に記録される情報の全体に係る管理情報と、前記データグループと、
を前記第１記録層に記録すると共に、前記データグループを前記第２の記録層に記録する
記録工程と、
　前記第１の記録層においては、各前記データグループの番号が前記情報記録媒体の外周
側に向かって大きくなるように当該各データグループを 記録
すると共に、前記第１の記録層にのみ前記一又は複数のデータグループに先立って前記管
理情報を記録し、前記第２の記録層においては、各前記データグループの番号が前記情報
記録媒体の内周側に向かって大きくなるように当該各データグループを

記録するように制御する制御工程と、
　を備え、
　前記データグループは 数のセルから構成される実体情報と、

コントロールデータと、複数のセルから構成される実体情報と、を含み、
　前記コントロールデータは、前記セルを組み合わせたプログラムが複数組み合わされて
なる論理的な単位であるプログラムチェインに関する情報が含まれており、
　更に前記実体情報は、複数のビデオオブジェクトユニットから構成されており、
　前記ビデオオブジェクトユニットは、
　検索情報のパケットと表示制御に関する情報のパケットとから構成されるナビゲーショ
ンパックと、
　映像情報のパケットから構成されるビデオパックと、
　音楽情報のパケットから構成されるオーディオパックと、
　副映像情報のパケットから構成されるサブピクチャパックと、から構成されていること
を特徴とする情報記録方法。
【請求項８】
　１または複数の前記プログラムチェインによりタイトルが構成され、
　前記タイトルにアクセスするためのメニュー情報が前記管理情報に含まれていることを
特徴とする請求項７に記載の情報記録方法。
【請求項９】
　前記情報記録媒体がスタンパディスクであると共に、
　当該スタンパディスクを用いてレプリカディスクを製造するレプリケーション手段を更
に備えることを特徴とする請求項７又は８に記載の情報記録方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の情報記録方法により製造されたことを特徴とするレプリカディスク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＶＤに代表される画像、音声等の情報を高密度に記録可能な高密度光ディス
ク等の情報記録媒体、及び当該情報記録媒体に情報を記録するための記録装置の技術分野
に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来は、画像、音声等の情報が記録された光ディスクとしては、いわゆるＬＤ（ Laser Di
sk）、ＣＤ（ Compact Disk）等が広く一般化している。
【０００３】
これらのＬＤ等においては、画像情報や音声情報が、各ＬＤ等が有する再生開始位置を基
準とした夫々の情報を再生すべき時刻を示す時間情報と共に記録されている。このため、
記録されている情報を記録されている順序で再生する一般的な通常再生の他、例えば、Ｃ
Ｄにおいては、記録されている複数の曲のうち、聞きたい曲のみを抽出して聞いたり、再
生順序をランダムに変えて聞く等の再生が可能である。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記ＬＤ等においては、表示される画像や再生される音声について視聴者
が選択枝をもち、当該視聴者がそれらを選択して視聴する等のいわゆるインタラクティブ
な変化に富んだ再生はできないという問題点があった。
【０００５】
すなわち、例えば、ＬＤに記録されている外国映画を視聴する場合に、画面に表示されて
いる字幕で用いられている言語を選択して（例えば、日本語の字幕と原語の字幕を選択し
て）表示させたり、又はＣＤに記録されている音楽を聴取する場合に、その音楽の音声を
選択する（例えば、英語の歌詞で聞くか或は日本語の歌詞で聞くかを選択する）ことがで
きないのである。
【０００６】
一方、現在、上記従来のＣＤに対して、光ディスク自体の大きさを変えずに記憶容量を約
１０倍に向上させた光ディスクであるＤＶＤについての提案や開発が盛んである。当該Ｄ
ＶＤでは、記録容量を増加させるため、記録層が二層のディスク構造が企画されている。
【０００７】
しかしながら、このような二層構造の光ディスクの場合、再生中に再生している層を切り
換える際、光ピックアップの焦点距離を切り換えるとともに、切換後に再生されるべきア
ドレスをサーチしなければならない。ところが、上記焦点距離の切換及びアドレスのサー
チにはある程度の時間を要し、データが連続している場合には映像または音声を途切れな
く（シームレスに）再生することは困難である。このような場合に、再生装置のトラック
バッファの容量を非常に大きくすること、または再生速度を落とし画質・音質を低下させ
ることによってシームレスな再生を行うことは可能であるが、前者は記録装置の製造コス
トを増大させることとなり、また後者はユーザにとって好ましくない。
【０００８】
そこで、本発明の課題は、再生装置のトラックバッファの容量を大きくしたり、再生速度
を低下させることなく、再生中に二層構造の光ディスクの再生している層を切り換える際
、シームレスな再生が可能なように情報を記録するための記録装置及び当該記録装置によ
り情報が記録された情報記録媒体を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記課題に鑑み、請求項１に記載の発明は、第１の記録容量を有し、前記情報記録媒体
に記録される情報の全体に係る管理情報と、映像情報及び音声情報の少なくとも一方を含
む一又は複数のデータグループと、が記録された第１の記録層と、第２の記録容量を有し
、映像情報及び音声情報の少なくとも一方を含む一又は複数のデータグループが記録され
た第２の記録層と、を備え、前記第１の記録層においては、記録されている各前記データ
グループの番号が、前記情報記録媒体の外周側に向かって大きくなるように当該各データ
グループが 記録されていると共に、前記管理情報は前記一又
は複数のデータグループに先立って前記第１の記録層にのみ記録されており、前記第２の
記録層においては、記録されている各前記データグループの番号が、前記情報記録媒体の
内周側に向かって大きくなるように当該各データグループが
記録されており、前記データグループは 数のセルから構成される実体情報と、

コントロールデータと、を含み、前記コントロールデータ
は、前記セルを組み合わせたプログラムが複数組み合わされてなる論理的な単位であるプ
ログラムチェインに関する情報が含まれており、更に前記実体情報は、複数のビデオオブ
ジェクトユニットから構成されており、前記ビデオオブジェクトユニットは、検索情報の
パケットと表示制御に関する情報のパケットとから構成されるナビゲーションパックと、
映像情報のパケットから構成されるビデオパックと、音楽情報のパケットから構成される
オーディオパックと、副映像情報のパケットから構成されるサブピクチャパックと、から
構成されている。
【００１０】
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　上記課題に鑑み、請求項３に記載の発明は、第１の記録容量を有する第１の記録層と、
前記第１の記録容量と異なる第２の記録容量を有する第２の記録層と、を備える情報記録
媒体に対して、映像情報及び音声情報の少なくとも一方を夫々に含む一又は複数のデータ
グループを記録する情報記録装置において、前記情報記録媒体に記録される情報の全体に
係る管理情報と、前記データグループと、を前記第１の記録層に記録すると共に、前記デ
ータグループを前記第２の記録層に記録する記録手段と、前記第１の記録層においては、
各前記データグループの番号が前記情報記録媒体の外周側に向かって大きくなるように当
該各データグループを 記録すると共に、前記第１の記録層に
のみ前記一又は複数のデータグループに先立って前記管理情報を記録し、前記第２の記録
層においては、各前記データグループの番号が前記情報記録媒体の内周側に向かって大き
くなるように当該各データグループを 記録するように前記記
録手段を制御する制御手段と、を備え、前記データグループ 数のセルから構成される
実体情報と、 コントロールデータと、を含み、前記
コントロールデータは、前記セルを組み合わせたプログラムが複数組み合わされてなる論
理的な単位であるプログラムチェインに関する情報が含まれており、更に前記実体情報は
、複数のビデオオブジェクトユニットから構成されており、前記ビデオオブジェクトユニ
ットは、検索情報のパケットと表示制御に関する情報のパケットとから構成されるナビゲ
ーションパックと、映像情報のパケットから構成されるビデオパックと、音楽情報のパケ
ットから構成されるオーディオパックと、副映像情報のパケットから構成されるサブピク
チャパックと、から構成されている。
【００１１】
　上記課題に鑑み、請求項７に記載の発明は、第１の記録容量を有する第１の記録層と、
前記第１の記録容量と異なる第２の記録容量を有する第２の記録層と、を備える情報記録
媒体に対して、映像情報及び音声情報の少なくとも一方を夫々に含む一又は複数のデータ
グループを記録する情報記録方法において、前記情報記録媒体に記録される情報の全体に
係る管理情報と、前記データグループと、を前記第１記録層に記録すると共に、前記デー
タグループを前記第２の記録層に記録する記録工程と、前記第１の記録層においては、各
前記データグループの番号が前記情報記録媒体の外周側に向かって大きくなるように当該
各データグループを 記録すると共に、前記第１の記録層にの
み前記一又は複数のデータグループに先立って前記管理情報を記録し、前記第２の記録層
においては、各前記データグループの番号が前記情報記録媒体の内周側に向かって大きく
なるように当該各データグループを 記録するように制御する
制御工程と、を備え、前記データグループは 数のセルから構成される実体情報と、

コントロールデータと、複数のセルから構成される実
体情報と、を含み、前記コントロールデータは、前記セルを組み合わせたプログラムが複
数組み合わされてなる論理的な単位であるプログラムチェインに関する情報が含まれてお
り、更に前記実体情報は、複数のビデオオブジェクトユニットから構成されており、前記
ビデオオブジェクトユニットは、検索情報のパケットと表示制御に関する情報のパケット
とから構成されるナビゲーションパックと、映像情報のパケットから構成されるビデオパ
ックと、音楽情報のパケットから構成されるオーディオパックと、副映像情報のパケット
から構成されるサブピクチャパックと、から構成されている。
【００１６】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について説明する。なお、以下に説明する実施の形態は
、上記ＤＶＤに対して本発明を適用した実施の形態について説明するものである。
【００１７】
なお、以下の実施の形態においては、特許請求の範囲における「データグループ」がＶＴ
Ｓ（ Video Title Set ）に対応している。
（Ｉ）情報記録媒体の実施の形態
始めに、本発明が適用された情報記録媒体の実施の一形態であるＤＶＤの物理的及び論理
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的な構成並びにその動作について、図１乃至図２を用いて説明する。
【００１８】
始めに、映像情報及び音声情報のＤＶＤ上における記録フォーマット（物理的記録フォー
マット）について、図１を用いて説明する。
図１に示すように、実施形態のＤＶＤ１は、その最内周部にリードインエリアＬＩを有す
ると共にその最外周部にリードアウトエリアＬＯを有しており、その間に、映像情報及び
音声情報が、夫々にＩＤ（識別）番号を有する複数のＶＴＳ３（ＶＴＳ＃１乃至ＶＴＳ＃
ｎ）に分割されて記憶されている。ここで、ＶＴＳ（ Video Title Set ）とは、関連する
（音声、サブピクチャのストリーム数や、仕様、対応言語などの属性が同じ）タイトル（
映画等の、製作者が視聴者に提示しようとする一つの作品）を一まとめにしたセット（ま
とまり）であり、より具体的には、例えば、一本の同じ映画について、異なる言語の複数
の映画が夫々にタイトルとして記録されたり、又は、同じ映画であっても劇場版と特別版
とが夫々別のタイトルとして記憶されたりするものである。また、ＶＴＳ３が記録されて
いる領域の先頭には、ビデオマネージャ２が記録される。このビデオマネージャ２として
記録される情報は、例えば、各タイトルの名前を示すメニューや、違法コピー防止のため
の情報、又は夫々のタイトルにアクセスするためのアクセステーブル等、当該ＤＶＤ１に
記録される映像情報及び音声情報の全体に係わる情報が記録される。
【００１９】
次に、一のＶＴＳ３は、コントロールデータ１１を先頭として、夫々にＩＤ番号を有する
複数のＶＯＢ１０に分割されて記録されている。ここで、複数のＶＯＢ１０により構成さ
れている部分をＶＯＢセット（ＶＯＢＳ）という。このＶＯＢセットは、ＶＴＳ３を構成
する他のデータであるコントロールデータ１１と、映像情報及び音声情報の実体である複
数のＶＯＢ１０の部分とを区別するために当該実体部分についてＶＯＢセットとしたもの
である。
【００２０】
ＶＴＳ３の先頭に記録されるコントロールデータ１１には、複数のセル（セルについては
後述する。）を組合わせた論理的区分であるプログラムチェインに関する種々の情報であ
るＰＧＣＩ（ Program Chain Information ）等の情報が記録される。また、各ＶＯＢ１０
には、制御情報の他に映像情報及び音声情報の実体部分（制御情報以外の映像又は音声そ
のもの）が記録されている。
【００２１】
更に、一のＶＯＢ１０は、夫々にＩＤ番号を有する複数のセル２０により構成されている
。ここで、一のＶＯＢ１０は、複数のセル２０により完結するように構成されており、一
のセル２０が二のＶＯＢ１０に跨がることはない。
【００２２】
次に、一のセル２０は、夫々にＩＤ番号を有する複数のＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）３０
により構成されている。ここで、ＶＯＢユニット３０とは、映像情報、音声情報及び副映
像情報（映画における字幕等の副映像の情報をいう。）の夫々を含む情報単位である。
【００２３】
そして、一のＶＯＢユニット３０は、ナビパック４１と、映像情報を有するビデオパック
４２と、音声情報を有するオーディオパック４３と、副映像情報を有するサブピクチャパ
ック４４とにより構成されている。ここで、ビデオパック４２としては画像データの含ま
れるパケットが記録され、オーディオパック４３としては音声データの含まれるパケット
が記録される。また、サブピクチャパック４４としては副映像としての文字や図形等のグ
ラフィックデータの含まれるパケットが記録される。なお、ＤＶＤ１に記録可能な音声は
８種類であり、記録可能な副映像の種類は３２種類であることが規格上定められている。
【００２４】
また、一のＶＯＢユニット３０に対応する再生時間（一のナビパック４１と当該一のナビ
パック４１に隣接するナビパック４１との間に記録されているデータに対応する再生時間
）は、０．４秒以上の長さを有するように記録される。さらに、一のＶＯＢユニットにお
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いてナビパック４１は必ず先頭に存在するが、ビデオパック４２、オーディオパック４３
、サブピクチャパック４４の夫々は必ずしも存在する必要はなく、存在する場合であって
もその数及び順序は任意である。
【００２５】
最後に、ナビパック４１は、表示させたい映像や音声等を検索するための検索情報（具体
的には、当該表示させたい映像や音声等が記録されているＤＶＤ１上のアドレス等）であ
るＤＳＩ（ Data Search Information ）パケット５１と、ＤＳＩパケット５１に基づいて
検索してきた映像や音声等を表示する際の表示制御に関する情報であるＰＣＩ（ Presenta
tion Control Information）パケット５０とにより構成され、更に、一のＶＯＢＵに含ま
れる全てのビデオデータは、１個以上のＧＯＰ（ Group Of Picture）５２により構成され
ている。なお、ＰＣＩパケット５０には、視聴者によって選択される選択項目に対してそ
の項目が選択されたときの表示や動作を定義したハイライト情報が含まれている。ハイラ
イト情報によって例えば視聴者が選択すべき項目を表した画像（いわゆるメニュー画面）
における、選択された項目に対する画面表示の変化や変化すべき表示位置及び選択した項
目に対応するコマンド（選択された項目に対応して実行される命令）の設定が行われる。
【００２６】
ここで、メニュー画面を構成して表示するために必要な、枠、選択ボタン等を構成して表
示するための画像情報は、上記の副映像情報であるサブピクチャパック４４に記録される
。
【００２７】
更に、上記ＧＯＰ５２は、本実施の形態におけるＤＶＤ１に画像情報を記録する際に採用
されている画像圧縮方式であるＭＰＥＧ２（ Moving Picture Experts Group　２）方式の
規格において定められている単独で再生可能な最小の画像単位である。
【００２８】
ここで、ＭＰＥＧ２方式についてその概要を説明すると、一般に、連続したフレーム画像
において、一枚のフレーム画像の前後にあるフレーム画像は、互いに類似し相互関係を有
している場合が多い。ＭＰＥＧ２方式はこの点に着目し、数フレームを隔てて転送される
複数のフレーム画像に基づき、当該複数のフレーム画像の間に存在する別のフレーム画像
を、原画像の動きベクトル等に基づく補間演算にて生成する方式である。この場合、当該
別のフレーム画像を記録する場合には、複数のフレーム画像との間における差分及び動き
ベクトルに関する情報を記録するだけで、再生時には、それらを参照して上記複数のフレ
ーム画像から予測して当該別のフレーム画像を再生することが可能となる。これにより、
画像の圧縮記録が可能となるのである。
【００２９】
更に、上記ＧＯＰ５２について図２を用いてその概要を説明する。なお図２は、一のＧＯ
Ｐ５２を構成する複数のフレーム画像の例を示している。図２では、一のＧＯＰ５２が１
２枚のフレーム画像から構成されている場合（ＭＰＥＧ２方式では、一のＧＯＰ５２に含
まれるフレーム画像数は一定ではない。）を示しているが、この内、符号「Ｉ」で示され
るフレーム画像は、Ｉピクチャ（ Intra-coded picture ：イントラ符号化画像）と呼ばれ
、自らの画像のみで完全なフレーム画像を再生することができるフレーム画像をいう。ま
た、符号「Ｐ」で示されるフレーム画像は、Ｐピクチャ（ Predictive-coded picture：前
方予測符号化画像）と呼ばれ、既に復号化されたＩピクチャ又は他のＰピクチャに基づい
て補償再生された予測画像との差を復号化する等して生成する予測画像である。また、符
号「Ｂ」で示されるフレーム画像は、Ｂピクチャ（ Bidirectionally predictive-coded p
icture：両方向予測符号化画像）といい、既に復号化されたＩピクチャ又はＰピクチャの
みでなく、光ディスク等に記録されている時間的に未来のＩピクチャ又はＰピクチャをも
予測に用いて再生される予測画像をいう。図２においては、各ピクチャ間の予測関係（補
間関係）を矢印で示している。
【００３０】
なお、本実施形態におけるＤＶＤ１で用いるＭＰＥＧ２方式においては、夫々のＧＯＰ５
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２に含まれるデータ量が一定でない可変レート方式を採用している。すなわち、一のＧＯ
Ｐ５２に含まれる各ピクチャが、動きの速い動画に対応しており、各ピクチャ間の相関関
係が小さい場合には、各ピクチャを構成するためのデータ量が多くなり、従って、一のＧ
ＯＰ５２に含まれるデータ量も多くなる。一方、一のＧＯＰ５２に含まれる各ピクチャが
、あまり動きのない動画に対応しており、各ピクチャ間の相関関係が大きい場合には、各
ピクチャを構成するためのデータ量も少なくなり、一のＧＯＰ５２に含まれるデータ量も
少なくなることとなる。
【００３１】
以上説明した図１に示す階層構造の記録フォーマットにおいて、夫々の区分は、製作者が
その意図に応じて自在に区分設定をして記録させることができる。これらの区分毎に後述
の論理構造に基づいて再生することにより、変化に富んだ種々の再生が可能となるのであ
る。
【００３２】
次に、図１に示す物理的な区分により記録された情報を組合わせた論理的フォーマット（
論理構造）について図３を用いて説明する。なお、図３に示す論理構造は、その構造で実
際にＤＶＤ１上に情報が記録されているのではなく、図３に示す論理構造で図１に示す各
データ（特にセル２０）を組合わせて再生するための情報（アクセス情報又は時間情報等
）がＤＶＤ１上の、特にコントロールデータ１１の中に記録されているものである。
【００３３】
説明の明確化のために、図３の下位の階層から説明していくと、上記図１において説明し
た物理構造のうち、複数のセル２０を選択して組合わせることにより、一のプログラム６
０が製作者の意図に基づいて論理上構成される。このプログラム６０は、後述の再生装置
におけるシステムコントローラが、区分を識別してコマンドによってアクセスできる最小
の論理的単位でもある。なお、このプログラム６０を１個以上まとめたものを視聴者が自
由に選択して視聴することができる最小単位として製作者が定義することもでき、この単
位をＰＴＴ（ Part Of Title ）という。
【００３４】
また、一のプログラム６０が複数のセル２０を選択して論理的に構成されることから、複
数のプログラム６０で一のセル２０を用いる、すなわち、一のセル２０を異なった複数の
プログラム６０において再生させる、いわゆるセル２０の使い回しを行うことも可能とな
っている。
【００３５】
ここで、一のセル２０の番号については、当該セル２０を図１に示す物理フォーマットに
おいて取り扱う際にはセルＩＤ番号として扱われ（図１中、セルＩＤ＃と示す。）、図３
に示す論理フォーマットにおいて取り扱う際には、後に述べるＰＧＣＩ中の記述順にセル
番号として扱われる。
【００３６】
次に、複数のプログラム６０を組合わせて一のＰＧＣ（ Program Chain ）６１が製作者の
意図に基づいて論理上構成される。このＰＧＣ６１の単位で、前述したＰＧＣＩ（ Progra
m Chain Information ）が定義され、当該ＰＧＣＩには、夫々のプログラム６０を再生す
る際の各プログラム６０毎のセル２０の再生順序（この再生順序により、プログラム６０
毎に固有のプログラム番号が割当てられる。）、夫々のセル２０のＤＶＤ１上の記録位置
であるアドレス、一のプログラム６０における再生すべき先頭セル２０の番号、各プログ
ラム６０の再生方式［（本実施形態のＤＶＤ１に情報を記録する際には、再生時において
、ランダム再生（乱数によるランダム再生であり、同じプログラム６０が複数回再生され
ることがある。）、シャッフル再生（ランダム再生と同様の乱数によるランダム再生であ
るが、同じプログラム６０は一度しか再生されず、同じプログラム６０が複数回再生され
ることはない。）又はループ再生（一つのＰＧＣ６１を何度も再生すること。）のうち、
いずれか一つ、またはループ再生、ランダム再生またはシャッフル再生の組み合わせによ
る再生方法をＰＧＣ６１毎に製作者が選択して再生させるようにすることができる。］及
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び各種コマンド（ＰＧＣ６１またはセル２０毎に製作者が指定可能なコマンド）が含まれ
ている。なお、ＰＧＣＩのＤＶＤ１上の記録位置は、上述の通り、コントロールデータ１
１内ではあるが、或いは、ビデオマネージャ２内のコントロールデータ（図示せず）内で
ある（図１参照）。
【００３７】
また、一のＰＧＣ６１には、上記ＰＧＣＩの他に、実体的な画像及び音声等のデータがプ
ログラム６０の組合わせとして（換言すれば、セル２０の組合わせとして）含まれること
となる。
【００３８】
更に、一のＰＧＣ６１においては、上記のプログラム６０における説明において示したセ
ル２０の使い回し（すなわち、異なるＰＧＣ６１により、同一のセル２０を用いること。
）も可能である。また、使用するセル２０については、ＤＶＤ１に記憶されている順番に
セル２０を再生する方法（連続配置セルの再生）の他に、ＤＶＤ１に記憶されている順序
に関係なく再生する（例えば、後に記録されているセル２０を先に再生する等）方法（非
連続配置セルの再生）を製作者が選択することができる。
【００３９】
次に、一又は複数のＰＧＣ６１により、一のタイトル６２が論理上構成される。このタイ
トル６２は、例えば、映画一本に相当する単位であり、製作者がＤＶＤ１の視聴者に対し
て提供したい完結した情報である。
【００４０】
そして、一又は複数のタイトル６２により、一のＶＴＳ６３が論理上構成される。このＶ
ＴＳ６３に含まれるタイトル６２は、夫々に共通の属性を有するものであり、例えば、一
本の同じ映画に対して違う言語の映画が夫々のタイトル６２に相当することとなる。また
、図３に示す一のＶＴＳ６３に相当する情報は、図１に示す一のＶＴＳ３に含まれている
情報に対応している。すなわち、ＤＶＤ１には、図３に示す論理上のＶＴＳ６３内に含ま
れる全ての情報が一のＶＴＳ３として記録されていることとなる。
【００４１】
以上説明した論理フォーマットに基づいて、物理構造において区分された情報を製作者が
指定することにより、視聴者が見るべき画像（映画等）が形成されるのである。
【００４２】
なお、図１に示す物理構造の説明においては、内容の理解の容易化のため、複数のセル２
０がＩＤ番号の順に記録されているとして説明したが、実施形態のＤＶＤ１においては、
実際には、一のセル２０が図４に示す複数のインターリーブドユニットＩＵに分割されて
記録される場合がある。
【００４３】
すなわち、例えば図４に示すように、製作者が一のＰＧＣ６１ＡをＩＤ番号１、２及び４
を有するセル２０により構成し、他のＰＧＣ６１ＢをＩＤ番号１、３及び４を有するセル
２０により構成する場合を考えると、当該ＰＧＣ６１Ａに基づいてＤＶＤ１から情報を再
生する際には、ＩＤ番号１、２及び４を有するセル２０のみを再生し、ＰＧＣ６１Ｂに基
づいてＤＶＤ１から情報を再生する際には、ＩＤ番号１、３及び４を有するセル２０のみ
を再生することとなる。この場合に、セル２０がＩＤ番号毎に分離して記録されていると
、例えば、ＰＧＣ６１Ａの場合には、ＩＤ番号２のセル２０のＤＶＤ１上の記録位置から
ＩＤ番号４のセル２０ＤＶＤ１上の記録位置まで、再生のためのピックアップをジャンプ
する時間が必要となり、後述の再生装置におけるトラックバッファの容量によっては、Ｉ
Ｄ番号２のセル２０とＩＤ番号４のセル２０を連続的に再生すること（以下、これをシー
ムレス再生という。）ができなくなる。
【００４４】
そこで、図４に示す場合には、ＩＤ番号２のセル２０とＩＤ番号３のセル２０を、上記ト
ラックバッファにおける入出力処理の速度に対応して、一時的に入力信号の入力が停止し
ても、出力信号の連続性が損なわれない長さのインターリーブドユニットＩＵ（すなわち
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、一のインターリーブドユニットＩＵの間だけピックアップがジャンプすることによりト
ラックバッファへの入力信号が途絶えても、当該トラックバッファからの出力信号を連続
的に出力可能な長さのインターリーブドユニットＩＵ）に夫々分解して記録し、例えば、
ＰＧＣ６１Ａに基づいて再生する場合には、ＩＤ番号２に対応するセル２０を構成するイ
ンターリーブドユニットＩＵのみを連続して検出し、再生することが行われる。同様に、
ＰＧＣ６１Ｂに基づいて再生する場合には、ＩＤ番号３に対応するセル２０を構成するイ
ンターリーブドユニットＩＵのみを連続して検出し、再生するのである。なお、インター
リーブドユニットＩＵの長さは、上述のように、トラックバッファの容量を勘案して決定
される他に、トラックジャンプを行うためのスライダモータ等の駆動機構の性能をも加味
して決定される場合がある。
【００４５】
このように、製作者の意図によって、一のセル２０を複数のインターリーブドユニットＩ
Ｕに分割して記録しておくことにより、飛び飛びのＩＤ番号のセル２０を含むＰＧＣ６１
を再生する際にも、トラックバッファから出力される信号は途切れることはなく、従って
、視聴者は中断することのない再生画像を視聴することができるのである。
【００４６】
なお、上記インターリーブドユニットＩＵを形成する際には、一のＶＯＢ１０内で完結す
るように形成され、一のインターリーブドユニットＩＵが隣り合う複数のＶＯＢ１０に跨
がることはない。また、インターリーブドユニットＩＵとＶＯＢユニット３０との関係に
ついては、一のインターリーブドユニットＩＵ内に一又は複数のＶＯＢユニット３０が含
まれ、一のインターリーブドユニットＩＵ内においては一のＶＯＢユニット３０が完結す
るように構成されており、一のＶＯＢユニット３０が分割されて複数のインターリーブド
ユニットＩＵに跨がることはない。
【００４７】
なお、上記ＤＶＤは、例えば、一本の映画を記録する他に、当該映画に対応する字幕につ
いて、複数種類の言語の字幕をも同一の光ディスクに記録することが可能な記憶容量を有
しているので、上記の記録フォーマットは、特にＤＶＤ１に対して適用することが効果的
である。
（ II）記録装置の実施形態
次に、上述の制御情報、画像情報及び音声情報をＤＶＤ１に記録するための記録装置の実
施形態について、図５乃至図７を用いて説明する。
【００４８】
始めに、図５を用いて、実施形態の記録装置の構成及び動作について説明する。
図５に示すように、実施形態に係る記録装置Ｓ 1 は、ＶＴＲ（ Video Tape Recorder ）７
０と、メモリ７１と、信号処理部７２と、ハードディスク装置７３と、ハードディスク装
置７４と、コントローラ７５と、多重器７６と、変調器７７と、マスタリング装置７８と
により構成されている。
【００４９】
次に、動作を説明する。
ＶＴＲ７０には、ＤＶＤ１に記録すべき音楽情報や映像情報等の素材である記録情報Ｒが
一時的に記録されている。そして、ＶＴＲ７０に一時的に記録された記録情報Ｒは、信号
処理部７２からの要求により当該信号処理部７２に出力される。
【００５０】
信号処理部７２は、ＶＴＲ７０から出力された記録情報ＲをＡ／Ｄ変換した後、ＭＰＥＧ
２方式により圧縮処理し、音楽情報と映像情報とを時間軸多重して圧縮多重信号Ｓ r とし
て出力する。その後、出力された圧縮多重信号Ｓ r は、ハードディスク装置７３に一時的
に記憶される。
【００５１】
これらと並行して、メモリ７１は、上記記録情報Ｒを部分記録情報Ｐ r に予め区分し、そ
れぞれの部分記録情報Ｐ r が記載されたキューシートＳＴに基づき、予め入力された当該
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部分記録情報Ｐ r に関する内容情報を一時的に記憶し、信号処理部７２からの要求に基づ
いて内容情報信号Ｓ i として出力する。
【００５２】
そして、信号処理部７２は、ＶＴＲ７０から出力される上記記録情報Ｒに対応したタイム
コードＴ t 及びメモリ７１から出力される内容情報信号Ｓ i に基づき、タイムコードＴ t 
を参照して上記部分記録情報Ｐ r に対応するアクセス情報信号Ｓ acを生成して出力し、当
該アクセス情報信号Ｓ acがハードディスク装置７４に一時的に記憶される。以上の処理が
記録情報Ｒ全体について実行される。
【００５３】
記録情報Ｒの全てについて上記の処理が終了すると、コントローラ７５は、ハードディス
ク装置７３から圧縮多重信号Ｓ r を読み出すとともにハードディスク装置７４からアクセ
ス情報信号Ｓ acを読み出し、これらに基づいて付加情報Ｄ A を生成し、ハードディスク装
置７４に記憶する。これは各種制御信号中に圧縮多重信号Ｓ r の生成結果によって内容が
定まるものがあるからである。一方、コントローラ７５は、上記信号処理部７２、ハード
ディスク装置７３及びハードディスク装置７４の夫々の動作の時間管理を行い、当該付加
情報Ｄ A に対応する付加情報信号Ｓ a をハードディスク装置７４から読み出して出力する
とともに、圧縮多重信号Ｓ r と付加情報信号Ｓ a を時間軸多重するための情報選択信号Ｓ
ccを生成して出力する。
【００５４】
その後、圧縮多重信号Ｓ r と付加情報信号Ｓ a は、情報選択信号Ｓ cc　に基づき、多重器
７６により時間軸多重されて情報付加圧縮多重信号Ｓ apとして出力される。
【００５５】
そして、変調器７７は、出力された情報付加圧縮多重信号Ｓ apに対してリードソロモン符
号等のエラー訂正コード（ＥＣＣ）の付加及び８－１６変調等の変調を施してディスク記
録信号Ｓ m を生成し、マスタリング装置７８に出力する。
【００５６】
最後に、マスタリング装置７８は、当該ディスク記録信号Ｓ m を光ディスクを製造する際
のマスタ（抜き型）となるスタンパディスクに対して記録する。そして、このスタンパデ
ィスクを用いて図示しないレプリケーション装置により、一般に市販されるレプリカディ
スクとしての光ディスクが製造される。
【００５７】
次に、図６及び図７を参照して、記録装置 のシステムコントローラ７５の細部動作に
ついて説明する。図６に、システムコントローラ７５の動作を説明するための図を示し、
図７に、システムコントローラ７５の動作を説明するためのフローチャートを示す。
【００５８】
図６（Ａ）は、記録層が二層であるディスク構造を示す。図６（Ａ）において、Ｌ０及び
Ｌ１は、それぞれ記録層を示し、それぞれレイヤ（ layer）０及びレイヤ１に対応してい
る。ＬＩはリードインエリアを示し、ＬＯはリードアウトエリアを示している。また、Ｖ

はビデオマネージャの領域を示し、ａはレイヤ０の記録容量を示し、ｂはレイヤ１の
記録容量を示し、Ｍはデータを記録できないミッド領域を示している。
【００５９】
また、図６（Ｂ）は、各ＶＴＳ毎のデータ量及びレイヤ識別フラグを示している。ここで
、ｔ i （ i ＝０，１，２　…　ｎ）は、 i 番目のＶＴＳのデータ量を示している。ＶＴＳ
の総数は、ｎ個である。Ａ［ i ］は、 i 番目のＶＴＳのレイヤ識別フラグを示し、Ａ［ i 
］＝１の時には、 i 番目のＶＴＳがレイヤ０に記録され、Ａ［ i ］＝０の時には、 i 番目
のＶＴＳがレイヤ１に記録されることを示している。
【００６０】
次に、図７を参照して、システムコントローラ７５の記録情報Ｒを作成する動作を説明す
る。図６の説明は、そのまま図７においても適用される。なお、ＶＴＳは、データ量の多
い順番に予め並べられているものとする。すなわち、ｔ i ＞ｔ i+1 である。
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【００６１】
まず、システムコントローラ７５は、ｉ＝１（ステップＳ２）及びＡ［ｉ］＝０（ステッ
プＳ４）を設定し、ｉの値がｎよりも大きいか否かを判定する（ステップＳ６）。ｉの値
がｎの値よりも大きくなる（ステップＳ６，ＹＥＳ）まで、ｉの値を１つインクリメント
し（ステップＳ８）、上記ステップＳ４を繰り返す。ステップＳ６がＹＥＳの時点で、す
べてのレイヤ識別フラグを０にセットしている。すなわち、この時点では、全てのＶＴＳ
がレイヤ１に記録されるように設定される。
【００６２】
次に、システムコントローラ７５は、ｉの値がｎの値よりも大きくなると（ステップＳ６
，ＹＥＳ）、Ｂ sum ＝０（ステップＳ１０）及びｘ＝１（ステップＳ１２）を設定し、ｔ
x の値がａの値よりも大きいか否かを判断する（ステップＳ１４）。すなわち、ステップ
Ｓ１４において、データ量の多い順にＶＴＳのデータ量ｔ x がａの値（レイヤ０の記憶容
量）よりも大きいか否かを判断する。ここで、Ｂ sum とは、レイヤ１に記録されるＶＴＳ
のデータ量の合計である。
【００６３】
次に、ｔ x の値がａの値よりも大きい場合（ステップＳ１４，ＹＥＳ）、すなわちｔ x （
ｘ番目のＶＴＳ）がレイヤ０に収容できない場合には、ｔ x の値がｂの値（レイヤ１の記
憶容量）よりも大きいか否かを判断する（ステップＳ１６）。ｔ x の値がｂの値（レイヤ
１の記憶容量）よりも大きい場合（ステップＳ１６，ＹＥＳ）には、ｔ x （ｘ番目のＶＴ
Ｓ）はレイヤ１にも収容できないのであるから、「ｘ番目のＶＴＳが記録不能である」こ
とをディスプレイ（図示せず）に表示する。一方、ｔ x の値がｂの値（レイヤ１の記憶容
量）以下の場合（ステップＳ１６，ＮＯ）、ｘ番目のＶＴＳをレイヤ１に記録する事とし
、ｘの値を１つインクリメントする（ステップＳ２０）。
【００６４】
次に、システムコントローラ７５は、ｔ xの値がａの値（レイヤ０の記憶容量）よりも大
きいか否かを判断し（ステップＳ２２）、ｔ xの値がａの値（レイヤ０の記憶容量）より
も大きい場合（ステップＳ２２，ＹＥＳ）には、上記ステップＳ１６，Ｓ 及びＳ
が繰り返される。一方、ｔ xの値がａの値（レイヤ０の記憶容量）以下 場合（（ステッ
プＳ１４，ＮＯ）または（ステップＳ２２，ＮＯ））、Ａ［ x］＝１（ステップＳ２４）
及びα＝ｔ x（ステップＳ２６）が設定される。すなわち、ｘ番目のＶＴＳをレイヤ０に
記録するものとし、パラメータαにｘ番目のＶＴＳのデータ量が設定される。
【００６５】
そして、システムコントローラ７５は、ｘの値を１つインクリメントし（ステップＳ２８
）、ｘの値がｎの値よりも大きいか否かが判断される（ステップＳ３０）。ｘの値がｎの
値以下の場合（ステップＳ３０，ＮＯ）には、β＝α＋ｔ x が計算され（ステップＳ３２
）、βの値がａの値（レイヤ０の記憶容量）よりも大きいか否かを判断する（ステップＳ
３４）。ここで、βとは、レイヤ０に記録されるＶＴＳのデータ量の合計である。
【００６６】
βの値がａの値（レイヤ０の記憶容量）よりも大きい場合（ステップＳ３４，ＹＥＳ）に
は、上記ステップＳ２８，Ｓ３０及びＳ３２が繰り返される。βの値がａの値（レイヤ０
の記憶容量）以下の場合（ステップＳ３４，ＮＯ）、αの値を上記βの値に置き換え（ス
テップＳ３６）、Ａ［ x ］＝１を設定し（ステップＳ３８）、上記ステップＳ２８に戻る
。
一方、ｘの値がｎの値よりも大きい場合（ステップＳ３０，ＹＥＳ）、ｉ＝１が設定され
（ステップＳ４０）、Ａ［ i ］＝０か否かが判断される（ステップＳ４２）。Ａ［ i ］＝
０の場合（ステップＳ４２，ＹＥＳ）にはＢ sum ＝　Ｂ sum ＋　ｔ i が算出され（ステッ
プＳ４４）、ｉの値が１つインクリメントされる（ステップＳ４６）。Ａ［ i ］＝１の場
合（ステップＳ４２，ＮＯ）にはＢ sum の値を加算せずに、ｉの値を１つインクリメント
する（ステップＳ４６）。その後、システムコントローラ７５は、ｉの値がｎの値よりも
大きいか否かを判断する（ステップＳ４８）。ｉの値がｎの値以下の場合（ステップＳ４
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８，ＮＯ）には、上記ステップＳ４２，Ｓ４４，Ｓ４６及びＳ４８が繰り返される。一方
、ｉの値がｎの値よりも大きい場合（ステップＳ４８，ＹＥＳ）、すなわち、レイヤ１に
記録されるすべてのＶＴＳに関してステップＳ４４を計算し、レイヤ１に記録されるべき
ＶＴＳのデータ量の合計Ｂ sum を計算後、Ｂ sum ＞　ｂ　か否かを判定する（ステップＳ
５０）。Ｂ sum の値がｂの値（レイヤ１の記憶容量）よりも大きい場合（ステップＳ５０
，ＹＥＳ）には、レイヤ１に記録されるべきＶＴＳのデータ量の合計Ｂ sum がレイヤ１に
収容できないのであるから、「ＶＴＳが記録不能」であることをディスプレイ（図示せず
）に表示する。Ｂ sum の値がｂの値（レイヤ１の記憶容量）以下の場合（ステップＳ５０
，ＮＯ）には、レイヤ１に記録されるべきＶＴＳのデータをレイヤ１に記録し、処理を終
了する。このようにして、上記記録情報Ｒが作成される。
【００６７】
上記構成の情報記録装置によれば、各ＶＴＳを最小単位として、映像情報を二層構造の情
報記録媒体に記録するように構成しているので、すなわち、各ＶＴＳを分割しないで二層
構造の情報記録媒体に記録するようにしているので、必ずしも２層間にわたってデータを
連続して再生する必要はないため、再生装置のトラックバッファの容量を大きくしたり、
再生速度を低下させることなく、二層構造の光ディスクの再生している層を切り換える場
合であっても、各データグループをシームレスに再生可能である。
（ III ）　上記記録装置によって情報が記録された情報記録媒体の実施例
次に、上記情報記録装置によって情報が記録された情報記録媒体の実施例を図８を参照し
て説明する。図８に示す情報記録媒体では、レイヤ０にビデオマネージャＶＭＧと、ＶＴ
Ｓ１、及びＶＴＳ２が記録され、レイヤ１にＶＴＳ３、ＶＴＳ４及びＶＴＳ５が記録され
る。なお、ＬＩはリードインエリアを示し、ＬＯはリードアウトエリアを示し、Ｍはデー
タを記録できないミッド領域を示している。このように、各ＶＴＳを分割しないで情報が
記録されているので、レイヤ０及びレイヤ１にそれぞれ情報が記録されていない領域ＧＡ
Ｐ１及びＧＡＰ２が設けられる。なお、図８に示す実施例では、ＶＴＳをミッド領域側に
集中させているが、各ＶＴＳを分割しない状態で各レイヤの任意の位置に記録することが
できる。また、各レイヤに複数の情報が記録されていない領域（ＧＡＰ）を設けることが
できる。
【００６８】
このように、図８に示す情報記録媒体によれば、各ＶＴＳを最小単位として、映像情報が
二層構造の情報記録媒体に記録されているので、すなわち、各ＶＴＳを分割しないで二層
構造の情報記録媒体に記録されているので、必ずしも２層間にわたってデータを連続して
再生する必要はないため、再生装置のトラックバッファの容量を大きくしたり、再生速度
を低下させることなく、二層構造の光ディスクの再生している層を切り換える場合であっ
ても、各データグループをシームレスに再生可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】映像情報及び音声情報のＤＶＤ上における記録フォーマット（物理的記録フォー
マット）を説明する図である。
【図２】１つのＧＯＰ５２を構成する複数のフレーム画像の例を示す図である。
【図３】図１に示す物理的な区分により記録された情報を組合わせた論理的フォーマット
（論理構造）を示す図である。
【図４】一のセル２０が複数のインターリーブドユニットＩＵに分割されて記録される場
合を説明するための図である。
【図５】制御情報、画像情報及び音声情報をＤＶＤ１に記録するための記録装置のブロッ
ク図である。
【図６】システムコントローラ７５の動作を説明するための図である。
【図７】システムコントローラ７５の動作を説明するためのフローチャートである。
【図８】本発明による情報記録装置によって情報が記録された情報記録媒体のデータ構造
を示す図である。
【符号の説明】
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１…ＤＶＤ
２…ビデオマネージャ
３、６３…ＶＴＳ
１０…ＶＯＢ
１１…コントロールデータ
２０…セル
３０…ＶＯＢユニット
４１…ナビパック
４２…ビデオデータ
４３…オーディオデータ
４４…サブピクチャデータ
５０…ＰＣＩデータ
５１…ＤＳＩデータ
５２…ＧＯＰ
６０…プログラム
６１、６１Ａ、６１Ｂ…ＰＧＣ
６２…タイトル
７０…ＶＴＲ
７１…メモリ
７２…信号処理部
７３…ハードディスク装置
７４…ハードディスク装置
７５…コントローラ
７６…多重器
７７…変調器
７８…マスタリング装置
ＳＴ…キューシート
Ｓ r …圧縮多重信号
Ｓ i …内容情報信号
Ｓ ac…アクセス情報信号
Ｓ a …付加情報信号
Ｓ cc　…情報選択信号
Ｓ m …ディスク記録信号
Ｓ ap…情報付加圧縮多重信号
Ｔ t …タイムコード
Ｒ…記録情報
Ｐ r …部分記録情報
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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